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【昨日の市況概要】 公示仲値 130.77

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 130.73 1.0533 137.71 1.2322 0.7045
SYD-NY High 131.35 1.0592 138.28 1.2405 0.7076
SYD-NY Low 130.15 1.0496 137.15 1.2262 0.6945
NY 5:00 PM 130.35 1.0560 137.51 1.2330 0.6950

NY DOW 32,245.70 ▲ 653.67 日本2年債 -0.0500 0.00bp          
NASDAQ 11,623.25 ▲ 521.41 日本10年債 0.2400 0.00bp          

S&P 3,991.24 ▲ 132.10 米国2年債 2.5969 ▲13.70bp     
日経平均 26,319.34 ▲ 684.22 米国5年債 2.9412 ▲13.71bp     

TOPIX 1,878.39 ▲ 37.52 米国10年債 3.0328 ▲10.76bp     
ｼｶｺﾞ日経先物 26,005.00 ▲ 905.00 独10年債 1.0850 ▲4.85bp       

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,216.58 ▲ 171.36 英10年債 1.9570 ▲3.45bp       
DAX 13,380.67 ▲ 293.62 豪10年債 3.5490 6.50bp          

ﾊﾝｾﾝ指数 - - USDJPY 1M Vol 11.90 0.65%
上海総合 3,004.14 2.58 USDJPY 3M Vol 11.63 0.30% 　

NY金 1,858.60 ▲24.20 USDJPY 6M Vol 11.23 0.25%
WTI 103.09 ▲6.68 USDJPY 1M 25RR 0.28 Yen Put Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 299.45 ▲ 11.87 EURJPY 3M Vol 11.98 0.38%
ドルインデックス 103.65 ▲ 0.01 EURJPY 6M Vol 11.78 0.29%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：西・鈴木

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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130.96ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾎﾞｽﾃｨｯｸ･ｱﾄﾗﾝﾀ連銀総裁の50bpより大きい利上げは必要ないとの発言が伝わったこともあり、ﾄﾞﾙ
売りが先行し、130.48まで下落する。その後NY連銀発表の月次調査によると1年先のｲﾝﾌﾚ期待が中央値で6.3％と前回の6.6％から
低下する一方、3年先の中央値が3.9％と前回3.7％から上昇したからか、一旦長期金利が下げ止まり､130.89まで戻す。ただ再び下
落に転じ、130.15まで下落する。午後は、130.30付近での方向感の無い推移が続き、130.35ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、海外市場でﾄﾞ

ﾙ買いが優勢となりﾄﾞﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽが直近の高値を抜け、2002年12月以来のﾚﾍﾞﾙまで上昇する中、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.0496まで下落する。た
だ週末に伝わったECBﾒﾝﾊﾞｰのﾀｶ派発言もあり、その後は下げ渋り、ﾄﾞﾙが売り戻される動きに1.0552まで戻し、1.0547ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰ
ﾌﾟﾝ。朝方は、海外市場の流れを引き継ぎ1.0573まで戻すが、株式市場が大幅安で推移する中、ﾕｰﾛ円の売りにﾕｰﾛﾄﾞﾙも上値を重
くし1.0517まで下落する。正午過ぎになり米金利下落を受けたﾄﾞﾙ売りに1.0592まで戻し、その後は1.0560付近での推移が続き、
1.0560ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)
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東京時間のﾄﾞﾙ円は130.73ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。特段の材料はなかったものの日米金融政策の違いを背景に底堅い推移。一時131.11ま
で上昇する展開。その後も底堅い推移が続き131.04ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は131.04ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡米長期金利が堅調に推移した事でﾄﾞﾙ円も131.35まで上昇。その後、ﾌﾟｰﾁﾝ大統領の演

説が予想よりもﾊﾄ派であった為､ｳｸﾗｲﾅ攻撃激化への懸念が後退し､買われたﾕｰﾛﾄﾞﾙやﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙに押され､ﾄﾞﾙ円は値を下げ
130.96ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 丸野)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

5月9日 12:55 中 貿易収支 4月 $51.12B $53.45B

12:55 中 輸出/輸入(前年比) 4月 3.9%/0.0% 2.7%/-3.0%
23:00 米 卸売在庫(前月比)・確報 3月 2.3% 2.3%

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

5月10日 18:00 独 ZEW(景気期待/調査現状)指数 5月 -43.5/-35.0 -41.0/-30.8
18:00 欧 ZEW景気期待指数 5月 - -43.0

東京時間のドル円は130.73レベルでオープン。米10年債利回り上昇継続を背景にドル円は堅調に推移し、131円台にのせて

同レベルで海外時間に渡った。海外時間では、米10年債利回りが2018年11月以来の3.20%台にのると、ドル円は一時131.35

まで上昇したが、G7によるロシア産原油禁止措置など世界経済の失速懸念等から株や商品など広範にリスクオフの展開とな

り、米10年債利回りも一転低下すると、ドル円も下落して130.15まで値を戻し、130.35レベルでクローズした。

本日のドル円は130円半ばを中心としたレンジ推移を予想する。本日は重要な経済指標等の発表はないものの、ウイリアム

ズ総裁を筆頭にFEDのハト派メンバーの発言を控えている。FOMCに続き昨日のボスティック総裁の発言でも75bpの利上げが

否定される中、ハト派メンバーからネガティブサプライズな発言が無ければ材料視されず、動意の薄い展開となろう。一方で、

株や商品、米国債利回りを中心にボラティリティの高い状況が続いており、ドル円相場についても急な下落には留意。


